
 

 

 

 

2022年 5月 11日 

ソニーネットワークコミュニケーションズ株式会社 

******************************************************************************* 

 ソニーの予測分析ツール「Prediction One」、 

AI導入のハードルとなるデータ前処理を容易にする新機能を提供開始 

～DX時代に必要なデータ活用プロセスを効率化～ 

https://predictionone.sony.biz/product/dataprep/index.html 

******************************************************************************* 

 

ソニーネットワークコミュニケーションズ株式会社は、予測分析ツール「Prediction One（プレディ

クション ワン）」において、データの加工、成形等を行う「データ準備機能」の提供を本日 5 月 11

日より開始します。これに合わせて、本機能を搭載する新プラン「スタンダードプラスプラン」（デス

クトップ版）を、同日にスタートします。 

 

本機能は、予測分析を実行する前の段階で用い、AI モデルを作成するために必要なデータの

前処理をノーコードで行うことができます。データ加工に不慣れなユーザーでも簡単に予測分析の

準備を整えることができ、時間と手間がかかるデータ前処理作業の効率化が可能です。 

 

 

 

昨今、様々な企業においてDX（デジタルトランスフォーメーション）への取り組みが広がっていま

す。その DX 推進にあたって重要な要素のひとつとされるのが、データの活用です。多くの企業で、

データ収集基盤を構築することや、日々の活動をビッグデータとして蓄積する取り組みが行われ

ており、データから現状を把握し、将来を予測、データに基づいた適切な意思決定を行うためには

AIの活用が有効です。 

しかし、蓄積されたデータを AI 向けの学習用データとして活用するには、事前に結合や集計、

欠損対応、変換などが必要になるケースが多く、データの加工、成形といった前処理を行う必要

があります。データ分析において、データサイエンティストはその前処理のプロセスに大半の時間

を費やしていると言われており、予測分析を行う前の段階で多大な工数が生じています。 



 

 

 

また、データ加工作業では、通常プログラミングや Excel、専用ツールなどが使われますが、専

門家ではない担当者には負担がかかり、データ前処理が AI 導入を進めるにあたってのハードル

となっています。 

 

このような背景から、「Prediction One」では、データ前処理の段階でデータの変換、統合、集計

を容易に行う「データ準備機能」の提供に至りました。本機能の利用により、ユーザーは予測分析

の入り口となるデータ準備のプロセスをスムーズに進めることができ、ビジネスの現場においてさ

らに AIの活用を推進することができるようになります。 

 

なお、本機能は、新たに提供する「スタンダードプラスプラン」（デスクトップ版）に含まれます。

「スタンダードプラスプラン」は、従来提供する予測分析機能とテクニカルサポートが利用できる

「スタンダードプラン」に本機能が加わったプランです。 

 

 

【加工例】3つのデータベースから収集したデータを結合。欠損値を任意の値に変換する加工を実施。 

 

 

----------------------------------------------------------------- 

「データ準備機能」概要 

----------------------------------------------------------------- 

 

◼ 主な機能 

⚫ ユースケース別ガイド ： ユースケースごとに決まったフォーマットに従ってデータ準備

を進めていくモード。来店数を予測して仕入れ量を管理したいケースや、サブスクリプシ

ョンサービスを解約する可能性が高い顧客を検知したいケース、需要を予測したいケー

スなど、様々なユースケースが搭載され、選択したテンプレートに沿って操作すること



 

 

 

で、初心者でも簡単にデータ準備ができます。 

 

 

⚫ カスタムモード ： データ加工処理を自由に組み合わせられるモード。 自社のデータに

合わせて結合、集計、欠損対応、変換など AI向けのデータ準備で必要となる処理を実

行できます。一連の加工処理を保存して自動実行できるので、データ準備作業の自動

化が可能です。 



 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------- 

「スタンダードプラスプラン」概要 

----------------------------------------------------------------- 

 

◼ 提供開始日 ： 2022年 5月 11日 

 

◼ 提供料金 ： 年間 258,000円 

 

◼ プラン比較 ： 

 スタンダードプラン スタンダードプラスプラン コマンドラインプラン 

予測分析機能 〇 〇 〇 

データ準備機能 × 〇 × 

GUI（グラフィック表

示） 
〇 〇 × 

コマンドライン上の

実行 
× × 〇 

テクニカルサポート 〇 〇 〇 

価格（税抜き） 198,000円 258,000円 980,000円 

アカウント数 1 1 1 

対象 OS 
Windows 8.1、Windows 10、Windows11 （いずれも 64bit版）、Windows Server 

2019 

推奨スペック CPU： 3.0GHz以上、メモリ： 8GB以上、ハードディスク空き容量：50GB以上 

 

◼ 販売場所 ： 「Prediction One」サービスページ https://predictionone.sony.biz/ 

※法人向けの販売については、子会社のソニービズネットワークス株式会社にて問い合わ

せを受け付けます。https://biz.nuro.jp/ai/predictionone/consultation/ 

 

 

＜「Prediction One」について＞ 

2019年 6月に提供開始した「Prediction One」は、機械学習やプログラミングなどの専門知識

がなくても数クリックの簡単な操作で予測分析ができるツールです。これまで一部の専門職に限ら

れていた AIによる予測分析を、一般ユーザーのパソコンからシンプルで直感的なインターフェー

スを通じて簡単に利用することができ、申込企業数は累計で 28,000社を超えています。 



 

 

 

 

 

 

※記載されている会社名および商品名、サービス名は各社の商標または登録商標です。 

※記載の料金は全て税込み価格です。 

※こちらに記載されている情報は、発表日現在のものです。検索日と情報が異なる可能性がございま

すので、あらかじめご了承ください。   

以上 


